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 令和２年第５回桑折町議会定例会（６月２２日）において、本特別委員会が設置され調

査付託された事件について、このほど調査を終了しましたので、その結果を下記のとおり、

会議規則第７７条の規定により報告します。 

記 

１．調査事件  新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策に関する調査について  

 

２．調査の目的 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策に関する調査のため 

 

３．調査の経過 

 〇第２７回 令和４年１０月２０日（木） 

  ・委員長の互選について 

  ・次回の調査項目について、協議を行った。 

 

 〇第２８回 令和４年１１月１７日（木） 

・今後の新型コロナ感染対策（第８波対策含む）について、健康福祉課長より説明を

受けた。 

  ・今後の進め方について協議し、１２月定例会で最終報告を行うこととした。 

 

〇第２９回 令和４年１２月１日（木） 

・最終報告（案）について、協議・検討を行った。 

 



４．調査の結果 

全国的に１日の新規感染者数が増加傾向にあり、福島県においては「感染流行の第 8 波

に入った」との認識が示された。本町において新規感染者数や感染経路を確認することが

できない状況にあり、今後も基本的な感染予防対策の強化とコロナワクチン接種の推進の

ための啓発活動を工夫しながら継続していくことが大切であると考える。また、医療従事

者の負担軽減や病床確保、そして地域経済活動の安定化のために、同時流行が懸念されて

いるインフルエンザの予防接種推進に向けた全町民を対象とした補助を行うことも重要で

あると考える。 

また、仮に病床使用率が上昇し対策強化宣言が発令される場合、県内各地域の状況を踏

まえた発令となるよう働きかけることを望むものである。併せて、地域経済に影響が生じ

た場合は、適切な経済支援策を講ずるよう望み最終報告とする。 

 


